
「新潟市美術館・新潟市新津美術館研究紀要」の刊行にあたって

このたび新潟市美術館と新潟市新津美術館は共同で研究紀要を刊行することにいたし

ました。

新潟市美術館は1985 年の開館以来今日まで、独自の研究紀要を持っておりませんで

した。また新潟市新津美術館は、1997年新津市美術館として開館し、2005 年新潟市

と新津市との合併により新潟市立の美術館となりましたが、同様に研究紀要を発行して

はおりませんでした。当然のことながら、両館とも地域の美術や美術家について基礎的

な調査研究活動を行い、それをもとに展覧会企画を進め、種々の事業を遂行してきまし

た。但し、残念なことに調査研究の成果をまとまった形で世に問うことをしてこなかった

ことも事実です。

そうした反省に立ち、このたびの研究紀要の刊行に到った次第です。それは美術館

を運営していく上で調査研究活動がその根幹にかかわることであることを改めて確認し、

外に向かって発信することにもなるでしょう。新潟市美術館と新潟市新津美術館は政令

市にふさわしい美術館を目指し、種々の事業やサービスにおける連携を模索しております

が、共通の紀要の発行は連携のひとつのかたちにほかなりません。

紀要には、各学芸員の専門とする研究領域を反映した論考、収蔵品や地域の作家に

ついての詳細な調査報告、企画展実施の過程で明らかになった新たな知見の紹介やより

深められた論考、教育プログラムの日常的な実践等に基づくミュゼオロジーに関わる報告

など、多様な内容の掲載が考えられます。もちろん、掲載にあたっては各論考のレベル

や内容の慎重な吟味が必要なことはいうまでもありません。そして、なによりも美術館と

いう現場でなければ語りえないような実践的な研究であって欲しいと考えます。ささやか

な一歩ですが、この研究紀要の発行が両館の学芸員の切磋琢磨を招来し、美術館活動

の一層のレベルアップと充実として、市民の皆さまに還元されることを願ってやみません。
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